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(第１・２号通信)
年度末で何かとお忙しいことと存じます｡ 会員の皆様にはますますご健勝のことと拝察いたします｡

日本産業カウンセリング学会第12回大会を2007年８月31日 (金) から９月２日 (日) に ｢コラッセふくし

ま｣ (福島市) で開催することとなりました｡

みちのく福島の夏をお楽しみいただきながら､ 更なる人々の輪を広げていただき実りある大会になるよう

努力いたします｡ 何かと不手際も多いかと存じますが､ 会員各位のご支援ご協力を賜りますようお願い申し

上げます｡ 多くの皆様のご参加をお待ちいたしております｡

2007 年 ３ 月

第12回大会準備委員会

大会準備委員長 五十嵐 敦

大会実行委員長 丹 栄
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� 会 期 2007年８月31日 (金)､ ９月１日 (土)､ ９月２日 (日) ＊研修会は８月31日 (金)

� 会 場 コラッセふくしま 〒960－8053 福島県福島市三河南町１番20号

� 交 通 ＪＲ福島駅西口から徒歩３分
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【８月31日 (金)】

� 研 修 会

研修会から参加される方は､ 別添 ｢研修のご案内｣ を併せて参照ください｡

� 自主シンポジウム (募集)

自主シンポジウムは会員の皆様に自由に企画し討議していただくものです｡

時間は２時間を予定しています｡ 企画を希望される方は､ 2007年４月15日までに大会準備事務局まで

別紙 (８頁) のFAX用紙でお申し出ください｡ (準備委員会で調整させていただくこともあります｡)

【９月１日 (土)】

� 平成18年度受賞者記念講演

学会賞受賞者 横山 哲夫 (組織・心理開発研究所)

学術賞受賞者 平野 光俊 (神戸大学大学院)

� 大会企画講演 (司会 森田 一寿 (目白大学))

① ｢働く人々とアルコール問題｣ 馬目 太永 (双葉厚生病院)

古くから働く人々とアルコール問題は重要な問題のひとつであった｡ 医療において流行り廃れはあ

るものの､ いつもアルコールによって悩まされている職場は多い｡ 働く人々の日常生活でも多くの問

題に派生している現実がある｡ そこで､ 職場でアルコール問題に対処していく上で可能なことはどの
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８月31日 (金) ９月１日 (土) ９月２日 (日)

12：00 受付開始

13：00
� 研修会
17：00

17：10
� 自主シンポジウム
19：00

９：00 受付開始

９：30 開会挨拶

９：40 受賞者記念講演

10：20 大会企画講演

12：00 昼食休憩・理事会

13：00 学会総会

14：10
� 大会会長講演
15：00

15：10
� 大会記念講演
16：20

16：30
� 大会企画シンポジウム
18：30

18：45
� 懇親会
20：30

９：00 受付開始

９：30
� 個人研究発表
12：00

12：00 昼食休憩

13：00
� ラウンドテーブル
14：40

14：50
� 学会企画講演
16：00

終 了



ようなことであろうか？ 長年､ 産業医・精神科医としてアルコール問題に関わってこられた先生の

経験と研究の積み重ねから多くの示唆が得られることと思う｡

② ｢働く人々と睡眠｣ 福田 一彦 (福島大学)

眠りは､ 人々の生活の土台である｡ 様々な健康チェックリストやストレス尺度には ｢眠り｣ の問題

について問う項目が必ず含まれる｡ 先生は､ 精神生理学の中で睡眠リズムの問題について､ これまで

長年研究されてきた｡ その中で､ 交替勤務や過重労働､ ストレスなど様々な問題と睡眠との関係を取

り上げている｡ 日常生活のリズムを形成する上で､ 睡眠は重要な鍵を握っている｡ 講演を通じて､

｢規則正しい､ 質の良い眠りとは何か？｣ を考えながら､ これからの働く人々の健康生活のための援

助について探ってみたいと思う｡

� 日本産業カウンセリング学会総会

� 大会会長講演 ｢カウンセラーの倫理｣ 松原 達哉 (東京福祉大学)

昨今のカウンセラーの活躍が目覚しい中で､ 倫理上の問題も大きな課題となっている｡ 専門家として

のカウンセラーには､ 当然職業倫理が不可欠である｡ そこで､ 先生が出版された ｢カウンセラーの倫理｣

(金子書房､ 2006年) をもとに講演をしていただくことにした｡

� 大会記念講演 ｢ストレスマネジメントとその支援｣ 磯 博行 (兵庫医療大学)

地方に限らず多くの職場では､ なかなか専門的な相談支援を得にくい状況にある｡ 先生は ｢行動科学

とは､ 人間が健康に明るく生きて行くための方法を考える学問である｣ との立場

から､ パソコンと臨床を結びつける試みとして様々なソフトの開発を手がけてこ

られた｡ このようなツール開発とその背景にある視点は､ これからの幅広いヒュー

マンサービスに産業カウンセリングが対応していくためには重要な試みのひとつ

であると考える｡ この開発に至った経過のお話とともに､ リラクセーションソフ

トや笑顔の練習ソフト､ 自分でできるストレスチェックなどなど､ 人を元気づけ

るソフトの実演を交えながら講演をしていただく予定である｡ これからの産業カ

ウンセリングの在り方について考える機会となれば幸いである｡

� 大会企画シンポジウム ｢産業カウンセリングのための地域資源の活用｣

地方の場合､ 産業カウンセラーがひとりで奮闘することも少なくない｡ それは､ 一面危険性もはらんで

いる｡ 周囲にいる多方面の多くの人々との協働することによって､ クライエントはもちろんカウンセラー

自身もその可能性をさらに生かせるのではないだろうか｡ 話題提供をもとに､ 私たちの可能性を探りたい｡

� 懇 親 会

会 場 ｢ホテル辰巳屋｣ ８Ｆ

(福島駅東口側｡ 学会会場とは駅をはさんで反対側になりますが､ 地下通路で８分ほどのところです｡)

福島市栄町５－１ TEL 024－522－5111
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【９月２日 (日)】

� 個人研究発表 (募集) ……論文原稿作成要領 (９頁) をご覧下さい｡

� ラウンドテーブル

� 学会企画講演
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テ ー マ 概 要 座 長

A キャリア開発

キャリア開発とは､ 自分にとってのキャリアとは何か､ 自

分のWorking Lifeをどのようなものにしようとするのかを

考え､ それを実現すべく取り組んでいくプロセスです｡ この

ラウンドテーブルでは特に個人と組織との関係の中でキャリ

ア開発について考えてみたいと思います｡

今 野 能 志
(行動科学研究所)

Ｂ
職 場 の
メンタルヘルス

企業における具体的なメンタルヘルス対策への取組み状況

を取り上げ､ 個人と組織の関係はもとより､ 担当部局間や外

部資源の活用などこれまでの成果と今後の課題について取り

上げてみたいと思います｡

小 野 由 美
(アルパインビジ
ネスサービス㈱)

Ｃ
カウンセラーの
資質向上とスー
パービジョン

カウンセラーであれば､ その資質向上にとってスーパービジョ

ン(以下､ SV)が不可欠であることを知っています｡ しかしなが

ら､ 様々な事情からSVを受ける機会が限られていることも一

方の事実です｡ このラウンドテーブルでは､ 当学会のスーパー

ビジョン特別委員会の検討状況について､ その一端を報告した

上で､ 学会としてどのような取組みを行うことが望ましいか等､

カウンセラーの立場から意見交換したいと思います｡

上 脇 貴
(持田製薬㈱)

Ｄ
地域活動と企業
における男女共
同 参 画

国内外から日本の働く女性の活用に期待する声は大きいも

のの､ 企業の現場での女性活用はすすんでいるとはいえませ

ん｡ それに対し､ 地域活動の構成員は女性が多く､ 活躍が注

目されています｡ 産業界､ 地域活動の男女共同参画について､

意見交換したいと思います｡

渡 邉 祐 子
(ワークナビ研究所)

タ イ ト ル 概 要 講 師

キ ャ リ ア 開 発
支援とキャリアカウ
ンセリングの役割

キャリア教育における子どもたちから､ 学生を対象とする
キャリア開発支援や企業・組織における働く人々のキャリア
開発支援､ また､ 失業者､ ニートやフリーターなどのキャリ
ア開発支援の場で､ 効果的なキャリアカウンセリングの活用
が求められています｡ キャリアカウンセラー (キャリアコン
サルタント) は､ いかに機能しキャリア開発支援において重
要な役割を果すことができるかについて学会員の皆様とご一
緒に考えましょう｡

宮 城 まり子
(立正大学)
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＜参加申込みの方法＞

① ｢大会参加申込書｣ (14頁) にそって必要事項をご記入ください｡

② ｢返信はがき｣ には､ 50円切手を貼り､ 返信先の住所をご記入ください｡

③ ｢大会参加申込書｣ や ｢返信はがき｣ は ｢返信用封筒｣ にて郵送してください｡

④ また､ 同封の ｢振込用紙｣ にて大会参加諸費用をお振込みください｡

⑤ ６月25日 (月) までに上記の手続きを行ってください｡

＜研修会参加費＞

正会員 4,000円 (当日 5,000円)

非会員 5,000円 (当日 6,000円)

学 生 3,000円 (当日 4,000円)

＜大会参加費等＞ ＊参加費には論文集１冊が含まれています

正会員 予約 8,000円 (当日 10,000円)

非会員 予約 10,000円 (当日 12,000円)

学 生 予約 4,000円 (当日 5,000円)

＜その他諸費用＞

� �	
��

� 発表形式

一発表あたり30分間 (発表及び質疑応答を含む)

発表条件：個人発表者は次の条件を満たしていること｡

◆ 大会当日 ｢日本産業カウンセリング学会｣ の正会員であること｡

◆ 2007年度の年会費を納入済みであること｡

◆ 研究発表者になるのは､ 大会期間中１回に限ります｡ ただし､ 連名発表者はこの限りではあり

ません｡
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懇 親 会 費 5,000円
発

表

者

(

連
名
発
表
者)

個人発表費 (論文掲載料) 2,000円

写真掲載費 (１葉につき) 500円

論 文 追 加 代 金 4,000円 (当日 5,000円) 連名発表費
正 会 員 1,000円

非 会 員 2,000円

※ 事前に納入された会費等の返金はいたしかねますので､ 予めご了承ください｡



� 申込みの方法

① 同封の ｢大会参加申込書｣ に必要事項をご記入の上､ 返信してください｡

◆ プログラムの作成の都合上､ 原稿 (下記③) とは別途に５月10日 (木) までにお送りください｡

② 期限までに､ 発表原稿作成要領 (後述) に従い論文集に掲載する原稿 (コピーを含む) を提出してく

ださい｡

③ 原稿提出の期限は､ ６月10日 (月) までに大会事務局へ郵送してください｡

※ 発表形態や原稿作成要領は､ ９～10頁を参考のこと｡

※ 郵送いただいた原稿は返却できませんので､ ご了承ください｡

� � � �

９月１日 (土) 18：45～20：30 於：ホテル辰巳屋 (福島駅東口)

懇親会の申込みは､ 同封の ｢大会参加申込書｣ にご記入願います｡ 大会参加費と同時に懇親会費をお振

込みください｡

� �����	
�����

� � � � �

大会本部での斡旋はいたしませんが､ 会場内､ 会場周辺､ 駅構内及び駅の東口に飲食店がありますので､

ご利用ください｡ 当日､ 昼食マップも用意させていただきます｡
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〒980－0021 宮城県仙台市青葉区中央３丁目5－14 セントラルパークビル３階

ＮＰＯ法人東日本カウンセリングセンター内

日本産業カウンセリング学会第12回大会準備委員会 行

※ 原稿提出の際には朱書きにて ｢個人発表原稿在中｣ とお書きください｡

＜口座名＞ 加入者名：日本産業カウンセリング学会準備委員会

口座番号：�����－�－�����

※ 予約申込みの際には､ 同封の払込用紙をご利用ください｡
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① ４月15日 (日) ：自主シンポジウム企画締切

企画は大会準備事務局へFAXでお願いいたします｡

② ５月10日 (木) ：決定した自主シンポジウム原稿締切

③ ６月10日 (日) ：個人研究発表論文締切

④ ６月25日 (月) ：参加申込締切

⑤ ７月中旬 ：大会プログラム発送

⑥ ７月下旬 ：論文集発送 (予約参加者)

� ��������

� 大会事務局―大会に関すること

日本産業カウンセリング学会第12回大会準備委員会

〒980－0021 宮城県仙台市青葉区中央３丁目５－14 セントラルパークビル３階

ＮＰＯ法人東日本カウンセリングセンター内

TEL 022－211－9234 FAX 022－211－9270

e-mail：mailto＠npo-ejcc.org

� 学会事務局―学会の運用 (年会費や入会等)

日本産業カウンセリング学会事務局

〒141-8602 東京都品川区大崎4－2－16 立正大学心理学部 小澤研究室内

TEL／FAX：03－5487－3276
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FAX ���－���－���� (第12回大会準備委員会事務局) へ
(ＮＰＯ法人東日本カウンセリングセンター内)

企画を希望される方はFAXでご提案ください｡

≪自主シンポジウム企画≫

タイトル

企画者

司会者

パネラー

＜主な内容＞

企画者連絡先

電 話 番 号：

メールアドレス：



論文集掲載原稿は次の要領で作成してください｡

今大会では､ 発表申込者に別途原稿作成要領を送付いたしません｡ 発表申込の方は､ 以下を熟読の上､ 原

稿を作成し期日までに大会準備委員会事務局へご郵送ください｡

� 研究発表

１) 原稿用紙と記入方法

ワードプロセッサー､ パソコンワープロソフトを使用し､ 黒で鮮明に印刷してください｡

原稿は､ 論文集の完全版下として､ そのまま使用します｡

用紙は､ Ａ４版上質紙等を使用してください｡ (感熱紙は不可)

文字は､ 明朝体で揃えてください｡

１ページは24字×45行×２段を基本に､ レイアウト図を基準に作成し､ ２ページ分､ または４ページ

分を提出して下さい｡ ３ページになりますと右側が空欄のページとなりますので､ 原稿はかならず２ペー

ジまたは､ ４ページでお送り下さい｡

２) 表題､ 本文のレイアウト

｢題目｣ は､ １､ ２行目に本文より大きい文字を使用して記入してください｡

｢氏名｣ は３行目で､ 連名発表者がいる場合には､ 口頭発表者の氏名の前に○印をつけて記入してく

ださい｡

｢所属｣ は４行目にかっこでくくって記入してください｡ 連名発表者の所属が同一であれば､ ひとつ

だけ記入してください｡ 所属が大学の場合､ 学部まで記入し､ 大学院生は研究科名を記入してください｡

連名者が多数の場合は､ 一般に通用する略称を用いても差し支えはありません｡

｢本文｣ は必ず６行目から書き始めてください｡

題目の字数､ 副題などの関係から､ 上記の行数を若干変更しなくてはならない場合は､ 印字範囲の枠

をはみださないように本文を削るか､ 行間をつめて印字してください｡

本文末にキーワードを３個程度入れて下さい｡

３) 図・表・写真

図・表・写真の合計面積が原稿全体の1／3を越えないようにしてください｡

図・表は原稿用紙に直接記入するか､ 別紙に書いたものを貼り付けてください｡

大きく書いた図や表を縮小したものを貼り付けてもかまいません｡

縮小コピーをくりかえすと見えにくくなることがありますのでご留意ください｡

写真掲載の場合､ 写真は原稿用紙に貼り付けないで､ 裏面に研究発表者の氏名､ 写真番号､ タイトル､

大きさ (縦・横の長さ) の指定などを記入してください｡
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４) 原稿の郵送

原稿は折らずに､ 必ず簡易書留で郵送してください｡ (e-mail不可)

プログラム編成､ 座長依頼等に使用しますので､ 原稿のコピーを２部必ず同封してください｡

ひとつの研究グループが､ 同じテーマについて ｢一連の発表｣ を行うときには､ 発表順位を示し､ 代

表者がとりまとめて一括郵送してください｡ この場合､ 封筒に ｢一括発送｣ と明記してください｡

� そ の 他

１) 発表用具について

パソコンプロジェクターについては準備が可能です｡

使用希望者は発表申込の所定欄に記入してください｡ 事前に申し込みがない場合は使用できません｡

また､ 会場の都合でご希望に添えない場合があります｡ その場合には､ 事前にご連絡いたしますのでご

了承下さい｡

当日配布の資料につきましては､ 発表者が必要部数 (50枚程度) をご用意下さい｡

２) 原稿提出期限

2007年６月10日 (日) 必着でお願い致します｡

なお､ お送りいただいた原稿の訂正はできません｡

訂正が必要なときは､ 大会当日正誤表を各自で配布していただくことになりますのでご留意下さい｡

３) 原稿等関係書類送付先

〒980－0021 宮城県仙台市青葉区中央３丁目５－14 セントラルパークビル３階

ＮＰＯ法人東日本カウンセリングセンター内

日本産業カウンセリング学会第12回大会準備委員会

― 10 ―

原稿標準仕様 左右余白 1.5㎝ 上下余白 2.5㎝

◆原稿１枚目の様式 ◆原稿２枚目～４枚目の様式

題 目
氏名 (３行目) ４行

(所属機関)

前の頁から

上下45行 24字

＜キーワード＞

１行 (あける)

書き始め(６行目)

上下40行

次の段へ

２
字
あ
け
る

前の段から
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